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新商品で日野菜の販路拡大� 〈滋賀・JAグリーン近江〉

　滋賀県の伝統野菜「日野菜」の発祥地・日野町に 3年前、「日野菜ドレッシング」が登場した。日野菜を原料としたピンク色
のドレッシングの誕生は日野町商工会が中心となり打ち出した「日野菜プロジェクト」がきっかけだった。売れ行きは年々伸び
ている。販売量は前年度比1.5倍の1500本になる見込み。今冬からはJAグリーン近江日野東支店が歳暮や年始向けに従来の日野
菜漬けにドレッシングを組み合わせた商品を投入、販路が広がっている。� （平成22年 1 月 5 日付、日本農業新聞）
�

ブランド化熱視線／「茂洋の郷」プロジェクト� 〈宮城・JAいしのまき〉

　JAいしのまきや東部地方振興事務所など14の団体と地域代表生産者は「茂洋の郷（さと）
づくりプロジェクト」をスタートさせた。宮城県の基幹種雄牛「茂洋」との理想交配モデルの
早期把握や、繁殖雌牛の充実と基盤強化などに取り組み、「いしのまき和牛」のブランド化を
目指す。また、石巻地域で生産した「茂洋」の子を同地域内の肥育農家が買いやすいよう、
「肥育素牛地域内保留対策事業」を創設し、30頭を目標に保留を進める。
� （平成20年11月 5 日付、日本農業新聞）

�

農商工の連携で「完熟梅仕込み」� 〈岩手・JA新いわてなど〉

　㈱南部美人は、糖類無添加梅酒の完熟梅バージョン「完熟梅仕込み」を発売した。
この梅酒は平成21年に発売した青梅仕込みと同様に、砂糖を使用せず純米酒と梅だ
けで仕込んだ。供給する奥州市の生産組合やJA新いわて、県工業技術センターら
による農商工等連携事業の取り組み。JA新いわては、二戸地域の梅生産を取りま
とめている。� （平成22年 2 月 3 日付、日本農業新聞）

�

米粉普及へレシピ続々／女性農業者らが研究会� 〈宮城・JA栗っこ〉

　宮城県JA栗っこ管内の女性農業者は、米粉料理を普及しようと独自のレシピを
提案している。今までに約10種類の料理を考案。地元商工会女性部と連携して商品
化に結び付いたメニューも出てきた。取り組むのはJA米粉研究会。地域に伝わる
米粉料理を残そうと、女性農業者の有志が立ち上げた。20人が月 1、 2回活動をし
ている。米粉を身近なものにするため、家庭向け料理を広げることに力を入れる。
地場産の米粉に野菜、加工品を活用し地産地消に結び付ける。
� （平成19年 2 月 4 日付、日本農業新聞）

地域興しをさらに研究／地域を興す人材の創造に向けて

　人づくり研究会は、第 7回で「地域おこしとJAの役割」をテーマに実践報告と総合討論を行い、地域で暮らし、働く人たちが、地
域の風土を生かした仕事興しと、安心して暮らせる地域づくりに取り組むことこそ、JA本来の役割であることを確認しました。
　しかし実際には、地域の個性を生かした創意工夫ある地域づくりの取り組みや、協同組合の基盤である組合員の協同活動をベースと
した地域興しへの意識・企画力・組織力が低下してきており、研究会では、この解決策を探ることが今後のさらなる研究課題であると
の共通認識を得ました。
　こうした観点から、第 8回研究会では、第 7回研究会よりも踏み込んで研究を進めるため、「地域を興す人材創造」をテーマとして
設定しました。地域興しに実際に取り組む農家組合員のリーダーの問題意識や、現場における実践について報告を聞き、JAトップ層
の相互討議の中から、地域を支える人材の創造と組織づくりのあり方を探り、それぞれのJAの現場での実践へとつなげていきたいと
と考えています。
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〈家庭菜園も勉強！！〉� JA全中・教育企画課長　田村政司

　昨年から家庭菜園を始め、今年の夏野菜の作付けをゴールデンウィークに終えました。

黒澤副代表から下仁田ネギの苗をいただき、定番のナスやトマト、キュウリ、さらには、

シシトウ、ズッキーニ、インゲン、オクラ、ゴーヤ、エダマメと多彩な菜園となりました。

ブルーベリーもあります。朝起きて、苗の成長を確認するのが日課となりました。梅雨明

け後の収穫が楽しみです。

　いつごろ植える、いつごろ収穫する、栽培が難しい簡単など、実際に経験してみないと

わからないものです。農家からみれば当たり前のことを、当たり前のこととして経験しな

がら勉強する。また、JAの組合員になって自ら事業を利用し、職員と話をしてみる。全

国連で働く職員でも意外とできていないものです。

　農家組合員の立場に身をおいてみて、そこからJAや全国連の姿をみることが大切と思

い、少しずつですが実践しているところです。まだまだ未熟者です。現場のことを皆さん

からもっと教えてもらいたいと思っています。今後ともどうかよろしくお願いします。

第8回研究会のご案内
■日時	 平成22年7月2日（金）13時〜3日（土）12時
■会場	 2日：コープビル
	 （東京都千代田区内神田1−1−12）
	 3日：JAビル
	 （東京都千代田区大手町1−3−1）
■学習テーマ	 地域を興す人材の創造
■参加対象	 JA・連合会・中央会の常勤役員
	 （JA・連合会・中央会の職員はオブザーバーとして参加できます）
■参加費	 会員　1万5,000円
	 会員外　2万円
	 （1団体で複数人が参加する場合は、2人目から1万円）

プログラム（案）
■1日目（7月2日）
コープビル
　□開会
　　○代表レポート　JA人づくり研究会代表　今村奈良臣氏
　　○問題提起　「メディコ・タウン構想についての実践課題」

長野・佐久総合病院　色平　哲郎氏
「地域を基盤とする日本型農場制農業の創造」

石川・株式会社六星　会長　北村　歩氏
「農業の新人革命」

JA総合研究所　客員研究員　和泉　真理氏
「星野村のムラ興しの視点と実践」

福岡・JAふくおか八女　前副組合長　末崎　照男氏
「中山間地域におけるコミュニティビジネスの創造」　講師折衝中

　　○懇親会

■2日目（7月3日）
JAビル4階　401会議室
　　○総合討議　「地域を興す人材の創造」
　□閉会


